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紹

介

木
村
宏
恒
・
近
藤
久
洋
・
金
丸
裕
志
編

『
開
発
政
治
学
入
門
｜
｜
途
上
国
開
発
戦
略
に
お
け
る
ガ
バ

ナ
ン
ス
｜
｜
』

勁
草
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
ⅹ
＋
三
六
七
頁
）

本
書
は
、「
開
発
政
治
学
」と
い
う
テ
ー
マ
設
定
の
下
、
途
上
国
の
開

発
戦
略
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
紹
介
し
、
体
系
的
な
理
解
枠
組
み
を

提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
単
に
執
筆
者
の
構
成
を

考
慮
し
て
開
発
政
治
学
と
題
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
開

発
経
済
学
、
開
発
社
会
学
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
、
政
治
学
か
ら
開
発
に

接
近
す
る
意
義
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
に
立
脚
し
て
執
筆
さ
れ
て
い

る
。序

章
（
木
村
宏
恒
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
年
、
国
際
連

合
の
場
な
ど
に
お
い
て
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
政
府
の
統
治
能
力
）
が
途

上
国
の
開
発
を
進
め
る
上
で
の
す
べ
て
の
基
礎
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
、
国
際
機
関
な
ど

援
助
す
る
側
の
視
点
に
立
ち
、
行
政
技
術
的
な
側
面
を
強
調
す
る
も
の

で
、
政
治
的
調
整
過
程
へ
の
認
識
を
欠
き
、
静
態
的
で
合
理
的
な
政
策

の
実
行
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
八
頁
）、
と
い
う
の
が
、

「
開
発
政
治
学
」
の
背
景
に
あ
る
問
題
意
識
で
あ
る
。
本
書
は
、
こ
の

問
い
に
接
近
す
る
上
で
、「
開
発
と
国
家
」（
第
Ⅰ
部
）、「
開
発
と
民
主

主
義
体
制
の
構
築
」（
第
Ⅱ
部
）、「
開
発
援
助
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
支
援
」（
第

Ⅲ
部
）
と
い
う
三
つ
の
主
題
を
設
定
し
て
い
る
。

第
Ⅰ
部
「
開
発
と
国
家
」
は
、
四
つ
の
章
か
ら
成
る
。
第
一
章
「
有

効
な
国
家
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
」（
木
村
宏
恒
）は
、
開
発
と
い
う
点
に
お
い

て
「
有
効
な
国
家
」
を
い
か
に
創
る
か
と
い
う
課
題
を
取
り
上
げ
、
関

連
す
る
政
治
的
、
制
度
的
な
条
件
、
特
に
法
の
支
配
と
官
僚
制
度
の
構

築
の
重
要
性
を
検
討
し
て
い
る
。
第
二
章
「
民
主
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
経

済
成
長
」（
大
坪
滋
）は
、
民
主
化
と
経
済
成
長
、
貧
困
削
減
と
の
関
係

を
検
証
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
経
済
活
動
を
阻
害
せ
ず
社
会
経
済
的
な

機
会
均
等
と
両
立
さ
せ
る
民
主
主
義
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
。
第
三
章

「
開
発
と
国
家
」（
近
藤
久
洋
）は
、
開
発
と
国
家
を
め
ぐ
る
議
論
を
整

理
し
、
開
発
政
策
の
成
否
に
つ
い
て
の
各
国
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
国
家
の
開
発
能
力
に
影
響
す
る
制
度
と
し
て
の
官
僚
制
、「
国

家
と
社
会
」
関
係
と
い
う
二
つ
の
軸
に
沿
っ
て
途
上
国
を
検
討
し
て
い

る
。
第
四
章
「
汚
職
対
策
と
開
発
へ
の
影
響
」（
小
山
田
英
治
）
で
は
、

従
来
、
開
発
問
題
と
切
り
離
さ
れ
て
議
論
さ
れ
て
き
た
汚
職
問
題
と
そ

の
対
策
に
つ
い
て
、
グ
ル
ジ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
を
参
照
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
る
。

第
Ⅱ
部
「
開
発
と
民
主
主
義
体
制
の
構
築
」
は
、
五
つ
の
章
を
通
じ
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て
、
民
主
主
義
と
開
発
の
関
係
に
つ
い
て
多
角
的
に
考
察
し
て
い
る
。

第
五
章
「
民
主
化
の
条
件
」（
近
藤
久
洋
）
は
、
既
存
の
民
主
化
を
め
ぐ

る
議
論
で
列
挙
さ
れ
て
い
る
条
件
が
、
途
上
国
に
お
い
て
満
た
さ
れ
な

い
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
そ
の
背
景
を
探
り
、
開
発
と
両
立
す
る
民
主

主
義
の
定
着
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
第
六
章
「
多
民
族
国
家
に

お
け
る
国
民
統
合
と
民
主
化
」（
金
丸
裕
志
）は
、
紛
争
を
惹
起
す
る
例

も
少
な
く
な
い
多
民
族
社
会
に
お
け
る
民
主
化
に
関
し
て
、
そ
の
実
現

を
め
ぐ
り
多
く
の
途
上
国
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

第
七
章
「
政
党
政
治
と
民
主
主
義
の
定
着
」（
金
丸
裕
志
）
は
、
多
党
乱

立
、
民
族
・
宗
教
政
党
の
競
合
と
い
っ
た
国
内
の
対
立
の
克
服
、
一
党

支
配
に
よ
る
自
由
の
抑
圧
と
い
う
課
題
を
検
討
し
な
が
ら
、
途
上
国
の

政
党
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
第
八
章
「
新
中
間
層
、
市

民
社
会
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」（
金
丸
裕
志
）は
、
経
済
発
展
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

新
中
間
層
と
と
も
に
、市
民
社
会
と
民
主
主
義
の
関
係
が
検
討
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
、
市
民
社
会
が
国
家
対
抗
的
な
も
の
と
国
家
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
志
向
す
る
も
の
が
存
在
し
、
民
主
化
の
各
段
階
で
果
た

す
機
能
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
九
章
「
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
理
想
と
現
実
」（
木
村
宏
恒
）で
は
、
日
本
の
中
央
｜
地
方
関
係

の
議
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
地
方
の
開
発
体
制
と
中
央
の
地
域
開
発
へ

の
支
援
、
地
方
有
力
者
の
支
配
構
造
と
参
加
型
開
発
、
さ
ら
に
地
方
政

府
の
能
力
構
築
ま
で
、
幅
広
い
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

第
Ⅲ
部
「
開
発
援
助
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
は
、
国
際
社
会
が
広
く
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
関
わ
る
課
題
と
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
を
検
討
す
る
も

の
で
あ
る
。
第
十
章
「
開
発
援
助
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
」（
小
林
誉
明
）
は
、

国
際
援
助
に
お
い
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
重
視
さ
れ
る
中
で
看
過
さ
れ
て
い

る
、
援
助
の
選
別
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
批
判
的
な
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
国
際
社
会
が
行
っ
て
き
た
民
主
化
支
援
の
内
容
と
変
化

の
歴
史
を
概
観
し
た
、
第
十
一
章「
民
主
化
支
援
の
実
態
」（
杉
浦
功
一
）

は
、
開
発
援
助
と
民
主
化
支
援
の
連
携
と
い
う
今
後
求
め
ら
れ
る
方
向

性
を
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
第
十
二
章
「
平
和
構
築
支
援
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
」（
西
川
由
紀
子
）は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
平
和
構
築
の
文
脈

の
中
で
、
掘
り
下
げ
て
検
討
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
支
援
に
よ
る
紛
争
管
理

能
力
の
向
上
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
第
十
三
章
「
人
間
の
安
全
保
障

を
め
ぐ
る
議
論
と
日
本
外
交
」（
佐
藤
秀
雄
）は
、
本
書
で
検
討
し
た
諸

課
題
を
「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
の
関
連
で
考
察
し
て
い
る
。

結
論
た
る
第
十
四
章
（
近
藤
久
洋
）
が
引
く
「
開
発
は
必
然
的
に
政

治
的
で
あ
る
」
と
い
う
本
書
の
主
張
に
通
じ
る
指
摘
は
、
開
発
学
に
対

し
て
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、
本
書
は
政
治
学

に
対
し
て
も
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
語
ら
れ
る
政
治

｜
社
会
関
係
を
考
察
す
る
上
で
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

（
渡
邉
智
明
）
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